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災害について知る
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以
い

上
じょう

の地
じ

震
しん

の約
やく

20％は，日本の周
しゅう

辺
へん

で起こっているといわれています。このように，地
じ

震
しん

は

世界のどこでも発生するわけではなく，日本のようなプレートがしょうとつし，しずみこみを

起こす地
ち

域
いき

に集中しています。大きなひ害
がい

のあった阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

と東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

について

調べ，兵
ひょう

庫
ご

県で，今後，どのような地
じ

震
しん

に備
そな

える必
ひつ

要
よう

があるか考えましょう。

東
と う

北
ほ く

地方太
た い

平
へ い

洋
よ う

沖
お き

地
じ

震
し ん

を起こした海
か い

底
て い

のプレート
(プレート境

きょう

界
か い

型
が た

地
じ

震
し ん

)

兵
ひょう

庫
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県南
な ん

部
ぶ

地
じ

震
し ん

を起こした野
の

島
じ ま

断
だ ん

層
そ う

(活
か つ

断
だ ん

層
そ う

型
が た

地震)
　兵

ひょう

庫
ご

県南
なん

部
ぶ

地
じ

震
しん

は，１９９５（平
へい

成
せい

７）年に淡
あわ

路
じ

島を震
しん

源
げん

地
ち

として発

生し，６４３４人がなくなりました。大都市に近い陸
りく

地
ち

の真下で起こっ

たため，家屋の「層
そう

破
は

かい」，神
こう

戸
べ

市長
なが

田
た

区で発生した大
だい

規
き

模
ぼ

な火
か

災
さい

な

どにより，多くの方が命や財
ざい

産
さん

を失
うしな

いました。

　この地
じ

震
しん

は，淡
あわ

路
じ

島の野
の

島
じま

断
だん

層
そう

が動いて起こりました。六
ろっ

甲
こう

山は，こ

のような断
だん

層
そう

の動きによりつくられてきており，この地
じ

震
しん

で１２cm高

くなったといわれています。一つの活
かつ

断
だん

層
そう

は約
やく

１０００年に一度大きく

動くといわれています。

　東
とう

北
ほく

地方太
たい

平
へい

洋
よう

沖
おき

地
じ

震
しん

は，２０１１（平
へい

成
せい

２３）年に日本の東の海底で，長さ約
やく

５００km，幅
はば

約
やく

２００km

という広いはん囲
い

を震
しん

源
げん

域
いき

として発生しました。東
とう

北
ほく

地方の広いはん囲
い

を１０m以
い

上
じょう

の津
つ

波
なみ

がおそい，なく

なった人，ゆくえ不
ふ

明
めい

になった人をふくめて約
やく

２万人にのぼりました。

　また，地
じ

震
しん

やその後に起こった津
つ

波
なみ

のえいきょうで，福
ふく

島
しま

第一原子力発電所で事
じ

故
こ

が起こり，放
ほう

射
しゃ

性
せい

物
ぶっ

質
しつ

が

放出されました。多くの人がひ難
なん

し，不
ふ

自由な生活を余
よ

ぎなくされています。

日本は，プレートの境
きょう

界
かい

近くにあります。大地をのせたプ

レートは動いており，海の底にあるプレートの境
さかい

目
め

や，本
ほん

州
しゅう

や淡
あわ

路
じ

島にある断
だん

層
そう

にひずみのエネルギーがたまると，

ときどきそれが解
かい

放
ほう

されて地
じ

震
しん

が起こります。東
とう

北
ほく

地方で

は，過
か

去
こ

100年ほどの間に，明
めい

治
じ

時代と昭
しょう

和
わ

時代にも大

きな地
じ

震
しん

と津
つ

波
なみ

におそわれました。
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大
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震
しん

災
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のひ害
がい

兵
ひょう

庫
ご

県南
なん

部
ぶ

地
じ

震
しん

では，強いゆれが20秒程
てい

度
ど

，弱い
ゆれもふくめると全部で40秒程

てい

度
ど

続
つづ

いた。

東
とう

北
ほく

地方太
たい

平
へい

洋
よう

沖
おき

地
じ

震
しん

では，震
しん

度
ど

4以
い

上
じょう

のゆれが仙
せん

台
だい

市で170秒，福
ふく

島
しま

県いわき市で190秒続
つづ

いた。
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（写真提供　人と防災未来センター）

プレート境
きょう

界
かい

型
がた

地
じ

震
しん

が起こる仕組み

警
けい

察
さつ

庁
ちょう

緊
きん

急
きゅう

災
さい

害
がい

警
けい

備
び

本部　2012年1月17日現
げん

在
ざい

（2006年5月19日消
しょう

防
ぼう

庁
ちょう

による）

なくなった方の約
やく

73％が

圧
あっ

死
し

・ちっ息死なんだ

よ。大きな地
じ

震
しん

のためす

ぐに家屋がつぶれ，その

下じきになったんだね。

ひ害
がい

のはん囲
い

は広く，北
ほっ

海
かい

道
どう

や関
かん

東
とう

地方でも人がなくなったわ。死
し

因
いん

の90％以
い

上
じょう

はでき死と言われ

ているわ。
テレビや新聞で見

た津
つ

波
なみ

は，すごく

こわかったわ。
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こ
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し
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まぼろしの白
しら

石
いし

村

　淡
あわ

路
じ

島には『淡
あわ

路
じ

温
おん

故
こ

之
の

図
ず

』という古

い地図が伝
つた

わっています。

　この地図は淡
あわ

路
じ

島をうまくえがいてい

るのですが，現
げん

在
ざい

の淡
あわ

路
じ

島と見
み

比
くら

べると

島のかたちが少しちがいます。『淡
あわ

路
じ

温
おん

故
こ

之
の

図
ず

』には，南
みなみ

あわじ市の灘
なだ

地区から沼
ぬ

島
しま

に向けて，現
げん

在
ざい

存
そん

在
ざい

しない土地がえ

がかれています。そして，この土地にあった白
しら

石
いし

村ほか５つの村が室
むろ

町
まち

時代の

明
めい

応
おう

９（１５００）年の大
おお

地
じ

震
しん

でしずんだと記
き

述
じゅつ

されているのです。この大
おお

地
じ

震
しん

，一体どんなものだったのでしょう。

  淡
あわ

路
じ

島が関
かん

係
けい

する大
おお

地
じ

震
しん

としては，まずはプレート境
きょう

界
かい

型
がた

の南
なん

海
かい

地
じ

震
しん

があり

ます。明
めい

応
おう

７（１４９８）年の南
なん

海
かい

地
じ

震
しん

は静
しず

岡
おか

県の浜
はま

名
な

湖を海とつなげたとい

われますが，『淡
あわ

路
じ

温
おん

故
こ

之
の

図
ず

』はこの地
じ

震
しん

のことをいっているのでしょうか。

　また，淡
あわ

路
じ

島と沼
ぬ

島
しま

の間には中
ちゅう

央
おう

構
こう

造
ぞう

線
せん

が走っており，この断
だん

層
そう

の起こす地
じ

震
しん

などが高さ３００m以上のがけをつくってきました。白
しら

石
いし

村をしずめたのは

この活
かつ

断
だん

層
そう

が起こした地
じ

震
しん

だったのでしょうか。

　かつて白
しら

石
いし

村があったという話は南あわじ市灘
なだ

地区には長く伝
つた

わっており，

海がすんでいる日には海
かい

底
てい

に

神社の鳥
とり

居
い

が見えるという漁
りょう

師
し

もいるそうです。そんな土

地をしずめる大
おお

地
じ

震
しん

なんてち

ょっと想
そう

像
ぞう

できませんが，そ

もそも自
し

然
ぜん

の力の大きさとい

うのは人間の想
そう

像
ぞう

をはるかに

こえたものかもしれませんね。

兵
ひょう

庫
ご

県の活
か つ

断
だ ん

層
そ う

分
ぶ ん

布
ぷ

図
ず

とプレート境
きょう

界
か い

型
が た

地
じ

震
し ん

の歴
れ き

史
し

土地の様子と災
さ い

害
が い

　兵
ひょう

庫
ご

県
けん

南
なん

部
ぶ

地
じ

震
しん

で，震
しん

度
ど

７を記
き

録
ろく

したのは，断
だん

層
そう

の上ではなく，沖
ちゅう

積
せき

層
そう

といわれるやわらかい地ばんの上で

した。沖
ちゅう

積
せき

層
そう

は，川の水などによって運ばれてきた土や砂などが，積
つ

もってできた土地です。

　うめ立て地などの

やわらかい地ばんの

土地では，地中から

どろ水が地面にふき

出す，液
えき

状
じょう

化
か

現
げん

象
しょう

が

起きました。

今後，動くと考えられる断
だん

層
そう

を活
かつ

断
だん

層
そう

といい，兵
ひょう

庫
ご

県やそ

の近くにも数多くあります。

慶
けい

長
ちょう

地
じ

震
しん

はゆれが小さいのに大きな津
つ

波
なみ

が来て，多く

のぎせい者が出たといわれています。

▲『淡
あわ

路
じ

温
おん

故
こ

之
の

図
ず

』（淡
あわ

路
じ

市立津
つ

名
な

図書館）

▲海に面したがけ（南あわじ市灘
なだ

地区）

周期的に発生するプレート境
きょう

界
かい

型
がた

地
じ

震
しん

地ばんとゆれ うめ立て地では

中
ちゅう

央
おう

構
こう

造
ぞう

線
せん

沼
ぬ

島
しま

方向

（写真提供　神戸新聞社）

読んでみよう
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